
労働安全

安定・安全な生産体制を目指し、新型コロナウィルスの感染防

止対策を行いながら、管理監督者と現場作業員との対話を重視

して現場力を高め、安全 5S 診断※ 1、危険予知※ 2 活動や、ヒヤ

リハット※ 3 抽出に注力した活動を実施するとともに、体験学習

にも取り組んでいます。

安全 5S 診断とは、5S を推進する上で、特に安全とのかかわ

りの強い事柄について行う診断のことです。本社環境安全部

長と各事業所環境安全室課長が、環境安全委員会開催事業所

の現場パトロールを実施し、優良ポイントと要改善ポイント

を確認しています（2021 年度はコロナ禍のため中止）。

　4R-KY とは、作業前に作業分析し、理解することで自らの

危険な行動を防止する危険予知手法の 1 つです。手順を 1 ラ

ウンドから 4 ラウンドに分けて行います。

　事業所に配置した「KY トレーナー」を中心に活動してい

ます。

※1　安全 5S 診断
作業現場の見える化と危険箇所の見直しなどのために 5S（整理・整頓・清掃・清潔・
躾）を推進する上で、特に安全とのかかわりの強い事柄について行う診断

※2　危険予知（KY）
不安全な状態を分析し、理解することで自らの危険な行動を前もって知ること

※3　ヒヤリハット
ヒヤリとしたり、ハッとしたりするなど、事故になりそうだった事象のこと

労働災害防止を目指した活動を展開し、
工場内で働く全員の安全と健康を守る

安全5S診断

危険予知（KY）の活動

※ 休業災害度数率
労働災害の発生率を示す安全指標の 1 つで以下の式で算出されます
休業災害度数率＝休業災害被災者数÷延実労働時間× 100 万時間

労働災害の発生状況
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休業災害度数率※の推移（日本ゼオン単体）

4R-KY（4ラウンド危険予知）活動

　ヒヤリハットとは、重大な災害や事故にはいたらないもの

の、ヒヤリとしたり、ハッとしたりするなどした事象のこと

をいいます。この背景には、「重大な事故 1 件の陰には、29

件の軽微な事故と、300 件のニアミスが存在する」というハ

インリッヒの法則があります。ヒヤリ、ハッとしたニアミス

事例を蓄積・共有することで、重大事故の防止につなげてい

きます。

ヒヤリハット抽出

労働安全衛生
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　経営層は、トップ診断、トップヒアリング、年度方針の説

明会などで定期的に工場を訪問し、重点課題の進捗状況を確

認しています。また、それ以外にも工場を訪れ、現場の第一

線で働く工場従業員と直接、対話をしています。2021 年度

はコロナ禍で直接訪問は少なかったものの、オンライン会議

と合わせて 32 日の対応を行い、積極的な事業所との対話を

継続しています。

　プラントの安全レベルを一層向上させ、重大事故・災害の

発生を未然に防止するために、「プラント安全性評価」と「プ

ラント安全診断」を実施しています。

プラント安全性評価

プラントの新設時および増設時に、設計段階でプラントの安

全性を確認

プラント安全診断

既設のプラントに対し、現場を確認しながら、危険源の特定

に漏れはないか、対策の必要性の有無の判断が適正になされ

ているか等を確認

認定保安検査実施者※1 の認定

全事業所（高岡工場、川崎工場、徳山工場、水島工場）で取得

認定完成検査実施者※2 の認定

川崎工場、水島工場、徳山工場で取得

　認定更新審査では、保安検査および完成検査の方法や検査

管理の実施状況の審査に加え、保安管理システムが高圧ガス

保安法に定められた規格要件を満たしたシステムであること

およびその運用状況についても審査が行われます。

　「保安の確保は全てに優先する」との理念のもとに「年度

保安管理向上マスタープラン」を毎年作成し、経営トップを

先頭とした保安管理体制のスパイラルアップを図っていま

す。

　下のような分かり易い合い言葉のもとに、重点的な取り組

みを継続しています。

1. �抜け落ち防止のための設備・システムの確実な運用（だろ

う・はずだはやめよう）

2. �工場老朽化対策、フールプルーフ化※推進（金を出すから

知恵を出せ）

3. �過去事故の見直しと再発防止対策（だろう・はずだはやめ

よう）

4. �標準類の見直し（決めたことは守る、守れないものは変え

る）

保安防災

経営層と工場との対話

プラントの安全性向上

全事業所での認定保安検査実施者の認定取得

トップを先頭にした保安管理の推進

※ フールプルーフ化
新人等経験や知識の乏しい人が間違った操作をしたり、ベテランがうっかりミス
等により誤操作をしても事故が起きないような仕組みにすること

※1　認定保安検査実施者
高圧ガス保安法に基づき、特定施設が技術上の基準に適合しているか否かについ
て、運転を停止することなく自ら保安検査を行うことができる者または運転を停
止して自ら保安検査を行うことができる者として、経済産業大臣が認定した者

※2　認定完成検査実施者
高圧ガス保安法に基づき、製造のための施設または第一種貯蔵所にかかわる特定
変更工事が技術上の基準に適合しているか否かについて、完成検査を自ら行うこ
とができる者として、経済産業大臣が認定した者

※ 3　スマート保安
①国民と産業の安全の確保を第一として、②急速に進む技術革新やデジタル化、
少子高齢化・人口減少など経済社会構造の変化を的確に捉えながら、③産業保安
規制の適切な実施と産業の振興・競争力強化の観点に立って、④官・民が行う、
産業保安に関する主体的・挑戦的な取組のこと。

　全事業所とも保安の確保をより確実なものにするために、

保安管理システムの確実な運用や、事業所の全プラントの

危険源特定とリスク軽減対策の計画的実施などを行っていま

す。また、スマート保安※ 3 についてありたい姿を描いて推

進していきます。

認定取得状況

工場 認定保安検査実施者の取得 認定完成検査実施者の取得

高岡工場 2000 年（2020 年更新） —

川崎工場 1998 年（2017 年更新） 2008 年（2017 年更新）

徳山工場 2007 年（2021 年更新） 2012 年（2021 年更新）

水島工場 2006 年（2021 年更新） 2006 年（2021 年更新）
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2021年度：�保安異常※ 7 件�  

（高圧ガス漏洩５件（フロン漏洩３件含む）、危険

物漏洩１件、発煙 1 件）

　人的被害、設備損傷、環境への大きな影響などはありませ

んでしたが、いずれも事故調査委員会を設置し、直接原因お

よび間接原因を究明して対策を立て、再発防止に努めていま

す。

　日本ゼオンでは、特定非営利活動法人保安力向上センター

の設立当初から支援企業（正会員）として参加し「安全基盤」

と「安全文化」からなる保安力評価とその向上に努めてき

ました。第三者評価としては、安全基盤では保安力向上セン

ター、安全文化ではさらに慶応大学方式を加えて、各事業所

や各部署の強み弱みを客観的に把握し、保安力向上に向けた

改善活動を継続しています。

　各事業所では毎年、各種想定のもとに、通報・連絡、緊急

処置、救護、消火等の防災訓練を実施しています。総合防災

訓練にあたっては、可能な限り消防機関とも協力して合同で

実施しています。

　訓練では、基準の適切性、実際の防災機器（消防車、消火

栓、放送設備等）の作動状況の確認を行い、問題があれば速

やかに改善を加え、より確実で安心できる体制の整備に努め

ています。

事故・災害の発生状況 第三者評価

防災訓練

※ � 保安異常
出火、爆発、漏洩、破損、暴走反応等が発生したとき。あるいは、それらの発生
にいたらなかったが、処置が遅れれば発生の可能性のあったもの、およびその兆
候が見られたものを保安異常と社規に定義しています。
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